
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：福島県教育委員会「令和４年度 福島県小・中学校教育課程研究協議会資料」    

教科 社会（小） 

主体的・対話的で深い学びの授業改善に向けたポイント 

（１）問題解決的な学習過程の充実 

   単元などにおける学習問題を設定し、その問題の解決に向けて諸資料や調査活動などで調べ、社会的

事象の特色や相互の関連、意味を考えたり、社会への関わり方を選択・判断したりして表現し、社会生

活について理解したり、社会への関心を高めたりする学習を充実させる。 

（２）単元等のまとまりを見通した学びの重要性 

   主体的・対話的で深い学びは、必ずしも１単位時間の授業の中で全てが実現されるものではない。単

元など内容や時間のまとまりの中で、例えば、主体的に学習に取り組めるよう学習の見通しを立てたり

学習したことを振り返ったりして自身の学びや変容を自覚できる場面をどこに設定するのか、対話によ

って自分の考えを広げたり深めたりする場面をどこに設定するのか、といった視点で授業改善を進める

ことが求められる。 

（３）問いを意識する 

   問いとは、調べたり考えたりする事項を示唆し学習の方向を導くものであり、単元などの学習の問題

はもとより、児童の疑問や教師の発問などを幅広く含むものである。教師が資料等を準備する際には、

社会的事象の見方・考え方（「位置や空間的な広がり」「時期や時間の経過」「事象や人々の相互関係」

などに着目して（視点）、社会的事象を捉え、「比較・分類したり」、「総合したり」、「地域の人々

や国民の生活と関連付けたり」すること（方法））に基づいて問いを意識することが大切である。 

（４）言語活動の充実 

   社会的事象の特色や意味、社会に見られる課題などについて、多角的に考えたことや選択・判断した

ことを論理的に説明したり、立場や根拠を明確にして議論したりするなど言語活動に関わる学習を一層

重視することが大切である。 

（５）実社会の人々との連携 

   博物館や資料館などの施設の活用を図るとともに、身近な地域及び国土の遺跡や文化財などについて

の調査活動を取り入れるようにすること。また、内容に関わる専門家や関係者、関係の諸機関との連携

を図るようにすることが大切である。 

教科 社会（中） 

主体的・対話的で深い学びの授業改善に向けたポイント 

（１）問題解決的な学習過程の充実 

   単元など内容や時間のまとまりを見通した「問い」を設定し、「社会的な見方・考え方」を働かせる

ことで、社会的事象等の意味や意義、特色や相互の関連等を考察したり、社会に見られる課題を把握し

てその解決に向けて構想したりする学習を一層充実させる。 

（２）単元等のまとまりを見通した学びの重要性 

   単元など内容や時間のまとまりの中で、例えば主体的に学習に取り組めるよう学習の見通しを立てた

り、学習したことを振り返ったりして自身の学びや変容を自覚できる場面をどこに設定するのか、対話

によって自分の考えを広げたり深めたりする場面をどこに設定するのか、といった視点で授業改善を進

めることが求められる。 

（３）問いを意識する 

   問いとは、調べたり考えたりする事項を示唆し学習の方向を導くものであり、単元等の学習の問題は

もとより、生徒の疑問や教師の発問などを幅広く含むものである。教師が教材や資料を準備する際には、

各分野における見方・考え方を踏まえた問いを意識することが大切である。 

（４）言語活動の充実 

   社会的な見方・考え方を働かせることをより一層重視する観点に立って、社会的事象の意味や意義、

事象の特色や事象間の関連、社会に見られる課題などについて、考察したことや選択・判断したことを

論理的に説明したり、立場や根拠を明確にして議論したりするなどの言語活動に関わる学習を一層重視

する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

本時のねらい 

学習指導要領における領域・内容 

授業者の支援 
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

学習者の視点 授業者の視点 授業デザイン例 

本時における「深い学び」を具現する仕掛けや発問 

「深い学び」を具現する授業デザイン例 社会（小） 
 

小学校 〔第６学年〕 
(2)ア-(サ) 日中戦争や我が国に関わる第二次世界大戦、日本国憲法の制定、オリンピック・パラリンピックの開催な

どを手掛かりに戦後我が国は民主的な国家として出発し、国民生活が向上し、国際社会の中で重要な役割
を果たしてきたことを理解すること。 

視点① 

視点D 

戦争当時の子どもたちを取り巻く環境を調べることを通して、子どもたちも言論を統制されたり、戦争に関する教育
を受けたりするなど、戦時体制の下であらゆることが制限されていたことを説明することができる。 

兵隊ごっこをし
て遊んでいたこと
が分かったわ。 

真剣な表情で訓
練していたよ。 

あれ？変だわ。 

調べて分かった
こと、考えたこと
から、めあてにつ
いてまとめましょ
う。つまり･･･？ 

視点O 

地方へ疎開
する子どもも
いたみたい。 

どうして軍人になりたいと思ったので
しょう？当時の子どもたちの生活の様子
を、資料を使って調べましょう。 

□ 当時の子どもたちを取り巻く環境を調べたところで、社会的背景を問い、新たに「戦時体制」の意味がわかる資料
を提示したり「戦争に行きたくない。」と思っていた人の映像を視聴させたりする。これにより、「当時の世の中は何
もかも戦争だった。」といった理解から、なぜそういう世の中だったのかといった理由まで考えを広げ、深められるこ
とが期待できる。（視点O→視点⑪） 

どうして何もかも戦争になった
のでしょう？「戦時体制」の資料
も見てみましょう。 

視点⑪ 

何が変なの？ 

だって今までの学習で、私
たちは絶対に戦争に行きたく
ないと思っていたでしょ？ 

本当だ！それなのに、どう
してAさんは軍人になりた
いと思ったのかな？ 

当時の子どもたちはどうして軍人になり

たいと思ったのだろう。 

分かったこと 

・銃剣を使った訓練 

・兵隊ごっこ 

・教科書の内容が戦争 

考えられること 

・何もかも戦争 

・軍人へのあこがれ 

ス
ス
メ 

ス
ス
メ 

ヘ
イ
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イ 

ス
ス
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何もかも戦争だから「軍人に
なりたい。」と思ったのかな。 

そうか！戦時体制だ
ったから、子どもたち
も戦争に協力しなくて
はならなかったのね。 

子どもの頃、出征

の様子を見ながら

「自分も立派な軍人

になりたい。」と思っ

ていました。                                                                                                                                                   

「戦争に行きたくな
い。」と思った人はいな
かったのでしょうか？ 

行きたくないと思っ
ても、言えないような
世の中だったんだ。 

つまり、子どもたちも戦争に協力しなくてはなら
ない生活を送っていたんだね。だからＡさんは軍人
になりたいと思ってしまうようになったのかな。 

戦争当時、みなさん
と同じくらいの年齢だ
ったAさんの動画を見
てみましょう。 

戦時体制 

※ 実際に「戦争に行きたくない。」と思っ
ていた人の映像も視聴させ、考えを広げ、
深められるようにする。 

Ａさん                                                                                                                                                  


